



























misère de la sociologic）―。
「階級闘争の教科書」といわれたマルクス『哲
































































参加協力した聞き手は総勢 26 人。900 ページの
原書と格闘した 8 人の訳者が名を連ね、総ページ
数、1, 533。価格も各冊 4, 800 円の超大冊となっ
ている。Ⅰは、2019 年 12 月 31 日。Ⅱは、同年 2
月 10 日。Ⅲは 2020 年 2 月 29 日に刊行された。
























































は 3 ページから 25 ページ。平均すると 6 ページ





























































なったのは、2008 年の第 34 回主要国首脳会議
（G 8 北海道洞爺湖サミット）で、政権側からパ
192　ピエール・ブルデュー編　荒井文雄・櫻本陽一 監訳  『世界の悲惨』Ⅰ～Ⅲ　2019～2020, 藤原書店  
ソコンが記者クラブに配られたのがきっかけだっ
たという。―（参考：田﨑史郎『安倍官邸の正
体』（講談社現代新書・2014 年）
「項目によっては現在の状況と異なることもあ
るので注意を要する」と本書の解説にはある。な
らば 90 年代との相違点は奈辺にありや。〈いの
ち〉輝く共的交換＝インタビュー＝面談調査の意
味がますます問われている。
